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対象に半構成的面接を行い､ データを質的帰納的に分析した｡ その結果､ 15のカテゴリー､ 38のサブカテゴリーが抽出
され､ さらに 『これからも治療を続けて生きていたいという強い意思』 『大切な家族の存在』 『治療意欲を高める生きる
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対象者は５名 (男性２名､ 女性３名) で､ 平
均年齢は74.8歳 (70～81歳)､ 診断名は大腸がん
(肺転移)､ 膵臓がん､ 直腸がん､ 胃がん (肝転










れた｡ 以下､ 文中の 『 』 は分類を､【 】はカ






















































































































































































































































あった｡ エリクソン (1990) は､ 多くの高齢者
はどのくらいあるかわからない自分の未来への
不安に対し､ 孫は ｢無限に未来に伸びる自分自
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